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● 審 議 議 案 　３月定例会について
● 一 般 質 問 　11人の議員が質問
● 小学生議会 　
● 議 会 日 誌
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人が集い、元気なまちを目指して
令和３年度一般会計　９４億９７００万円 可決

令和３年度　主な事業

　３月定例会を３月３日から３月１７日まで１５日間開催しました。
　初日に、町長の施政方針の演説があり、「人が集い、元気なまち」を目指して５つの分
野に予算を編成していくことについて表明がありました。
　当初予算案件７件をはじめ、補正予算案件５件、条例案件 1件、人事案件７件、契約案
件２件、その他案件１件が提案されたほか、報告２件、発議１件がありました。当初予算
案件７件は各常任委員会に付託され慎重に審議されました。全ての議案は原案通り可決し
ました。

紅雲亭公衆トイレ整備
地域ブランド確立推進
瀬戸内国際芸術祭２０２２
福武ハウス進入道路整備
農産物海上輸送費支援

新型コロナウイルスワクチン接種
妊婦応援給付金
子育て応援給付金
施設のバリアフリー化支援
テレビ電話健康相談

４，３９２万円
１，８００万円
１，１５８万円
９１５万円
１１０万円

６，２１４万円
７００万円
４２０万円
４００万円
２８５万円

人事評価運用支援　　　　　　　　１３９万円

防災・危機管理体制の強化　　　　　５３万円

産　業

健康・福祉

瀬戸内国際芸術祭の作品瀬戸内国際芸術祭の作品

テレビ電話健康相談テレビ電話健康相談

防災・危機管理体制研修防災・危機管理体制研修

行財政改革
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教育・文化

定住・交流

民生費
1,840

（19.4%）

総務費
1,633

（17.2%）

公債費
1,347

（14.2%）

衛生費
1,280

（13.5%）

教育費
1,276

（13.4%）

消防費・
農林水産費等

1,350
（14.2%）土木費

770（8.1%）

歳 出

町税
1,379（14.5%）

繰入金
580（6.1%）

使用料・
寄付金など
1,263

（13.3%）

地方交付税
3,740（39.4%）

自主財源
3,222
 （33.9%）

依存財源
6,275（66.1%）

国庫支出金
770（8.1%）

県支出金
601（6.3%）

地方消費税交付金・
地方譲与税など
465（4.9%）

町債
699

（7.4%）

歳 入

（単位は百万円、構成比は％、百万円未満は四捨五入）
※端数処理の関係上、数値が合わない場合がある

　付託された予算案件７件について、４日間にわたり委員会審査を行い、次の意見を付して
原案通り可決しました。

・小豆島ブランド事業については、長期に及ぶ計画であり、進
しん

捗
ちょく

状況に合わせて成果を逐次
報告されたい。

Ｂ＆Ｇ体育館Ｂ＆Ｇ体育館

坂手港再整備事業坂手港再整備事業

池田小学校長寿命化改修工事設計
福田町民プール解体撤去
幼稚園等遊具整備
スポーツ振興
Ｂ＆Ｇ体育館耐震診断調査

坂手港再整備事業
地方創生テレワーク拠点整備
浜条地区防火水槽新設
草壁港バス停・駐輪場整備
ドライブレコーダー設置促進支援

１，３２０万円
１，２３９万円
５６６万円
４７０万円
４７９万円

６，０００万円
２，０００万円
１，６７２万円
５９０万円
２００万円
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審
議
し
た
主
な
議
案

審
議
し
た
主
な
議
案

一
般
会
計
（
第
７
号
）

補
正
予
算
額８

７
４
０
万
円

一
般
会
計
（
第
８
号
）

補
正
予
算
額

▲
１
億
６
０
１
７
万
円

　

公
共
交
通
機
関
へ
の
給

付
金
等
に
よ
り
増
と
な
っ

た
一
方
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
事

業
未
執
行
等
、事
業
を
精

査
し
た
結
果
、令
和
２
年

度
予
算
は
１
２
１
億
５
３

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
総
務
費
）

公
民
館
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
整
備

事
業　
　
　
　
　

85
万
円

　

避
難
所
と
な
っ
て
い
る

公
民
館
11
カ
所
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

オ
リ
ー
ブ
バ
ス

運
営
費
負
担
金

１
９
７
１
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
利
用
者
激

減
に
対
す
る
運
営
の
負
担

金
で
す
。

人
権
擁
護
委
員

　

現
在
の
人
権
擁
護
委
員

で
あ
る
渡
辺
克
栄
氏
お
よ

び
坂
元
い
さ
子
氏
の
任
期

満
了
に
伴
い
、谷
部
達
海

氏
及
び
真
砂
誠
氏
を
新
た

に
人
権
擁
護
委
員
に
推
薦

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。任
期
は
令
和
３
年
７

月
１
日
か
ら
３
年
で
す
。

公
共
交
通
等

維
持
応
援
給
付
金

８
７
０
万
円

　

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、タ
ク

シ
ー
、フ
ェ
リ
ー
等
の
利

用
者
数
減
に
対
す
る
給
付

金
で
す
。

Ｑ
給
付
は
減
収
額
に
応
じ

て
行
う
の
か
。

Ａ
減
収
額
で
は
な
く
一
律

で
行
う
。

電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

６
１
９
万
円

　

納
税
に
つ
い
て
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
及

び
利
用
者
の
利
便
性
向
上

の
た
め
、コ
ン
ビ
ニ
決
済

及
び
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決

済
に
対
応
す
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
改
修
費
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
特
産
品
等

６
６
０
０
万
円

手
数
料

４
４
０
０
万
円

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金

積
立
金

１
億
１
０
０
０
万
円

　

令
和
２
年
第
４
回
定
例

会
で
補
正
を
行
い
ま
し
た

が
、更
に
大
幅
な
寄
付
金

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、増
額
補
正
を
行
い
ま

し
た
。

（
衛
生
費
）

公
用
車
購
入
費

１
０
１
７
万
円

　

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
を
更
新

し
ま
す
。

（
商
工
観
光
費
）

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
整
備
費

　

４
８
７
万
円

　

小
豆
島
ふ
る
さ
と
村

キ
ャ
ン
プ
場
と
オ
ー
ト
ビ

レ
ッ
ジ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ａ

に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
を
整

備
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
（
第
３
号
）

　

１
０
４
５
万
円
増
の

２
０
憶
１
２
３
万
円
と
な

り
ま
し
た
。主
な
要
因
は
、

高
額
な
医
療
費
が
必
要
で

あ
る
案
件
が
発
生
し
た
た

め
で
す
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

（
第
３
号
）

　

１
５
３
０
万
円
減
の

２
１
億
２
２
３
万
円
と
な

り
ま
し
た
。主
な
要
因
は

事
業
費
の
精
算
見
込
み
に

よ
る
も
の
で
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計
（
第
２
号
）

　

８
７
０
万
円
減
の

６
３
９
４
万
円
と
な
り
ま

し
た
。主
な
要
因
は
事
業

費
の
精
算
見
込
み
に
よ
る

も
の
で
す
。

人
事
案
件

教
育
長

　

現
在
の
教
育
長
で
あ
る

坂
東
民
哉
氏
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
教
育
長
と
な
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
３
年
５
月
12

日
か
ら
３
年
で
す
。

教
育
委
員

　

現
在
の
教
育
委
員
で
あ

る
照
下
あ
け
み
氏
に
つ
い

て
引
き
続
き
教
育
委
員
と

な
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。任
期
は
令
和
３
年
５

月
12
日
か
ら
４
年
で
す
。

固
定
資
産
評
価
委
員

　

現
在
の
固
定
資
産
評
価

委
員
で
あ
る
藪
脇
修
氏
に

つ
い
て
、引
き
続
き
委
員

と
な
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。ま
た
、塩
田
洋
司

氏
、三
木
忠
臣
氏
の
後
任

と
し
て
、真
砂
哲
氏
、山
下

藍
氏
が
委
員
と
な
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。任
期

は
令
和
３
年
５
月
11
日
か

ら
３
年
で
す
。

坂東　民哉　氏

照下あけみ　氏藪　脇　　修　氏

真　砂　　哲　氏山　下　　藍　氏真　砂　　誠　氏 谷部　達海　氏
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工
事
請
負
契
約

●
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
整
備　

貯
留
堰
堤
締
切

等
工
事

●
相
手
方

株
式
会
社　

竹
本
組

●
契
約
金
額６

２
９
２
万
円

　

浸
出
水
処
理
施
設
工
事

の
た
め
に
待
機
中
で
あ
っ

た
貯
留
堰
堤
の
締
切
を
行

う
工
事
で
す
。

契
約
の
変
更

●
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
整
備　

浸
出
水
処
理
施

設
建
設
工
事

●
相
手
方

西
原
環
境
・
香
川
舗
道

特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体

●
変
更
前

10
億
２
３
０
０
万
円

●
変
更
後

　

10
億
９
９
０
１
万
円

　

現
地
精
査
に
よ
る
契
約

の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

多
数
の
転
石
が
確
認
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
工
法
の
変

更
を
行
っ
た
た
め
で
す
。

そ
の
他

辺
地
総
合
整
備
計
画

　

新
た
に
追
加
さ
れ
た
計

画
は
次
の
と
お
り
で
す
。

蒲
生
辺
地

橋
梁
の
長
寿
命
化

池
田
辺
地

冷
蔵
冷
凍
施
設
等
の
整
備

橋
梁
の
長
寿
命
化

三
都
辺
地

消
防
団
可
搬
ポ
ン
プ
更
新

草
壁
辺
地

紅
雲
亭
公
衆
ト
イ
レ
更
新

発
議

議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

　

男
女
の
議
員
が
活
動
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た

め
、欠
席
事
由
お
よ
び
出

産
の
た
め
の
欠
席
期
間
を

規
定
す
る
と
と
も
に
、請

願
者
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、議
会
へ
の
請

願
手
続
き
に
つ
い
て
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

３
月
定
例
会　
一
般
質
問

浜口　勇　（６Ｐ）
● 新型コロナウイルスワクチンの接種をどう

進めるのか

中松　和彦　（６Ｐ）
● 草壁・高松航路の休止、海上交通の将来へ

の方向性と対策は

三木　卓　（７Ｐ）
● 本館及び西館入り口にコンシェルジュ（受

付対応者）の配置を
● 町広報裏面の「人の動き」に移住者の
　掲載を

森　崇　（９Ｐ）
● 交通安全対策について
● 瀬戸内海の水質改善について
● 草壁港～高松港航路必要の強い要望について
● 危険空家の対策について

森口　久士　（１１Ｐ）
● 国際両備フェリー（株）池田・高松航路２

便増便に関して
● ＡＥＤの設置に関して
● 「二地域居住」の推進に関して 柴田　初子　（７Ｐ）

● 教育環境のあり方は

大下　淳　（８Ｐ）
● 中山棚田活性化推進員の担う役割は
● 成人式は中止したのに…

安井　信之　（８Ｐ）
● 我が町のデジタル化戦略をどう考える
● 小豆島ブランドに対する行政の覚悟は

藤本　傳夫　（１２Ｐ）
● 池田内科クリニックへの対応は
● フェリー最終便に対応するオリーブバスを
● 町出資一般財団法人の赤字部門の考えは

鍋谷　真由美　（１３Ｐ）
● コロナ対策応援給付金の条件を外せ
● 職員の自衛隊での研修はやめよ
● 内海フェリー休止後の対応は
● 奨学金制度の親権者税完納の条件をなくす

べき

大川　新也　（１０Ｐ）
● 給食費「公会計化」への考えは
● 飲食店取引先支援を
● 「故郷もりあげ隊」創設を
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質
問
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�　
質
問　
日
本
で
も
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

町
民
に
は
ぜ
ひ
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
て
も
ら
い
た

い
。
町
民
へ
は
ど
ん
な
働

き
か
け
を
し
て
進
め
て
い

く
の
か
。

�　
答
弁　
小
豆
郡
医
師
会
と

協
議
し
、３
月
16
日
か
ら
、

ま
ず
医
療
従
事
者
約
９
０

０
人
の
接
種
が
始
ま
り
２

回
目
接
種
が
終
わ
る
の
が

４
月
末
の
予
定
で
あ
る
。

　

島
内
で
の
高
齢
者
施
設

の
入
所
者
お
よ
び
施
設
従

事
者
は
約
１
３
０
０
人

で
、
２
回
目
の
接
種
が
終

わ
る
の
が
６
月
初
め
で
あ

る
。

　

後
期
高
齢
者
へ
の
接
種

は
６
月
中
旬
か
ら
始
ま
る

の
で
文
章
で
通
知
す
る
。

�　
質
問　
人
口
の
減
少
が
止

ま
ら
ず
、
町
の
人
口
が
１

万
人
を
切
っ
て
し
ま
う
の

も
見
え
て
き
た
よ
う
に
感

じ
る
。

　

町
は
今
、
多
く
の
面
で

活
気
が
減
少
し
、
こ
の
度

の
事
態
も
無
関
係
で
は
な

く
、
海
上
交
通
の
再
編
・

集
約
を
も
考
え
ざ
る
を
得

な
い
事
態
と
思
う
が
、
町

の
考
え
は
。

　

ま
た
、
航
路
休
止
後
、

影
響
を
受
け
る
町
民
へ
の

対
策
・
草
壁
港
周
辺
の
振

興
お
よ
び
両
備
グ
ル
ー
プ

と
の
協
議
は
。

�　
答
弁　
草
壁
・
高
松
航
路

の
休
止
問
題
は
、
誠
に
残

念
な
状
況
と
受
け
止
め
て

い
る
。

　

利
用
者
が
被
る
不
便
に

接
種
対
象
は
16
才
以
上
で

ワ
ク
チ
ン
供
給
状
況
に
応

じ
順
次
案
内
す
る
。
生
命
、

健
康
を
損
な
う
リ
ス
ク
の

軽
減
と
社
会
経
済
の
安
定

に
つ
な
が
る
の
で
、
よ
り

多
く
の
住
民
が
接
種
さ
れ

る
こ
と
を
願
う
。
な
お
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
強
制
で

は
な
く
、
感
染
症
予
防
の

つ
い
て
は
、
意
見
を
聞
き

な
が
ら
必
要
な
施
策
を
検

討
し
て
い
く
。

　

港
と
し
て
の
機
能
の
維

持
管
理
を
継
続
し
、
町
の

活
性
化
や
魅
力
を
高
め
る

こ
と
に
よ
り
、
航
路
事
業

者
の
参
入
も
あ
り
得
る
と

考
え
て
い
る
。

　

両
備
グ
ル
ー
プ
と
の
協

議
で
は
９
月
末
ま
で
の
無

料
送
迎
バ
ス
に
つ
い
て
は

確
定
し
て
い
る
が
、
地
域

振
興
の
諸
提
案
等
に
つ
い

て
は
地
元
自
治
会
の
意
見

を
踏
ま
え
な
が
ら
今
後
、

必
要
な
施
策
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

効
果
と
副
反
応
の
リ
ス
ク

の
双
方
を
理
解
し
た
上
で

接
種
を
受
け
て
も
ら
い
た

い
。

　

周
知
は
広
報
誌
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
公
民
館
で
掲

示
す
る
。
接
種
を
強
要
し

た
り
、
受
け
て
い
な
い
人

に
差
別
的
扱
い
が
な
い
よ

う
に
周
知
す
る
。

町
「
ワ
ク
チ
ン
供
給
状
況
に
応
じ

順
次
案
内
す
る
」

町
「
地
元
自
治
会
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

必
要
な
施
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
ど
う
進
め
る
の
か

の
接
種
を
ど
う
進
め
る
の
か

草
壁
・
高
松
航
路
の
休
止
、
海
上
交
通
の

草
壁
・
高
松
航
路
の
休
止
、
海
上
交
通
の

将
来
へ
の
方
向
性
と
対
策
は

将
来
へ
の
方
向
性
と
対
策
は

新型コロナウイルスワクチン接種の様子新型コロナウイルスワクチン接種の様子

中松　和彦中松　和彦　　議員議員

浜 口　 勇浜 口　 勇　　議員議員

海上交通の展望は海上交通の展望は
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一
般
質
問

�　
質
問　
受
付
の
対
応
を
す

る
こ
と
で
、
職
員
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

は
磨
か
れ
、
人
材
育
成
に

も
つ
な
が
る
。
小
豆
島
町

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
は

　
「
人
材
育
成
の
強
化
」
と

あ
り
、
そ
の
文
章
の
中
に

は
「
よ
り
良
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
は
、
職
員

一
人
一
人
の
資
質
向
上
が

求
め
ら
れ
ま
す
」
と
も
書

�　
質
問　
町
長
の
施
政
方
針

の
中
で
教
育
の
あ
り
方
に

つ
い
て

　
「
子
供
た
ち
に
と
っ
て
ど

う
い
っ
た
教
育
環
境
が
望

ま
し
い
か
様
々
な
角
度
か

ら
、
関
係
者
と
協
議
し
、

児
童
数
の
推
移
な
ど
も
勘

案
し
な
が
ら
方
向
性
を
定

め
て
い
き
た
い
」
と
あ
る

が
内
海
地
区
の
３
小
学
校

統
合
に
つ
い
て
は
数
年
協

議
し
て
い
る
が
進
展
は
し

て
い
な
い

①
統
合
に
つ
い
て
の
具
体

案
の
明
示
は
い
つ
。

②
教
育
施
設
の
改
善
は
。

③
登
下
校
の
安
全
対
策
は
。

�　
答
弁　
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
リ

ス
ク
を
回
避
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
小
規
模
校
を

維
持
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

で
き
た
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思

っ
て
い
る
。
本
年
２
月
に

開
催
し
た
総
合
教
育
会
議

で
児
童
数
の
低
下
が
想
定

�　
質
問　
①
地
域
住
民
は
名

前
を
知
る
こ
と
で
声
が
掛

け
や
す
く
な
る

②
移
住
者
は
町
広
報
に
掲

載
さ
れ
る
こ
と
で
一
町
民

と
し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と

が
実
感
で
き
る

③
行
政
は
住
民
に
対
し
て

移
住
施
策
の
実
績
報
告
が

で
き
る

　

三
方
良
し
で
デ
メ
リ
ッ

か
れ
て
い
る
。
住
民
に
対

し
て
も
職
員
に
対
し
て
も

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
内
容
だ

と
思
う
が
。

�　
答
弁　
人
材
育
成
の
強
化

は
、
重
要
施
策
の
一
つ
で

あ
る
。
ま
ず
は
全
職
員
が

率
先
し
て
来
庁
者
に
対
し

て
声
を
掛
け
、
気
配
り
を

す
る
こ
と
が
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
も

さ
れ
る
と
の
報
告
も
あ
っ

た
が
町
内
の
出
産
可
能
な

女
性
の
数
が
大
幅
に
減
少

し
て
い
る
事
実
も
な
い
。

②
３
小
学
校
と
も
１
階
の

ト
イ
レ
は
改
修
を
実
施
し

た
。
残
り
の
ト
イ
レ
を
含

め
た
環
境
改
善
は
計
画
的

に
実
施
し
た
い
。

③
現
在
、
小
豆
島
町
通
学

路
等
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
策
定
し
、
各
学
校
区

ご
と
で
交
通
安
全
点
検
を

行
っ
て
い
る
。

�

再
質
問 

ふ
る
さ
と
納
税

者
の
45
％
が
教
育
・
文
化

に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
の

意
向
が
あ
る
。こ
ど
も
議

会
で
も
質
問
の
あ
っ
た
街

灯
の
設
置
等
の
安
全
対
策

へ
の
活
用
は
。

�　
答
弁　
積
極
的
に
活
用
し

た
い
。

ト
が
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

掲
載
を
検
討
さ
れ
て
は
い

か
が
か
。

�　
答
弁　
現
在
掲
載
し
て
い

る
の
は
、
法
的
な
届
出
に

基
づ
い
た
正
確
な
情
報
で

あ
る
。
移
住
者
に
つ
い
て

は
明
確
な
定
義
が
な
い
た

め
正
確
性
が
欠
け
る
情
報

に
な
る
。
ま
た
、
移
住
者

の
で
、
全
職
員
に
そ
う
い

う
指
示
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
来
庁
者
に
分
か
り
や

す
い
よ
う
総
合
案
内
の
看

板
も
設
置
し
て
い
る
。
全

職
員
が
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

で
あ
る
と
の
意
識
を
持
っ

て
、
よ
り
よ
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度
学年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計 1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計 1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計

池田 23 34 34 29 33 15 168 24 23 34 34 29 33 177 26 24 23 34 34 29 170
星城 16 29 17 16 25 25 128 24 16 29 17 16 25 127 20 24 16 29 17 16 122
安田 22 19 19 20 16 21 117 11 22 19 19 20 16 107 16 11 22 19 19 20 107
苗羽 18 14 13 14 16 28 103 7 18 14 13 14 16 82 10 7 18 14 13 14 76
合計 79 96 83 79 90 89 516 66 79 96 83 79 90 493 72 66 79 96 83 79 475

そ
の
も
の
の
言
葉
の
表
現
、

移
住
者
だ
け
を
特
別
な
存

在
と
し
て
取
り
上
げ
て
も

い
い
も
の
な
の
か
の
判
断
、

防
犯
上
の
観
点
か
ら
単
身

女
性
等
の
掲
載
の
可
否
等
、

非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
情

報
で
あ
る
こ
と
か
ら
慎
重

に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
現

状
で
は
難
し
い
と
考
え
て

い
る
。

町
「
率
先
し
て
来
庁
者
に

声
を
掛
け
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
」

町
「
い
つ
小
学
校
を
統
合
す
る
か

明
示
す
る
こ
と
は
、
現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い
」

町
「
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
現
状
で
は
難
し
い
」

本
館
及
び
西
館
入
り
口
に

本
館
及
び
西
館
入
り
口
に

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ（
受
付
対
応
者
）の
配
置
を

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ（
受
付
対
応
者
）の
配
置
を

教
育
環
境
の
あ
り
方
は

教
育
環
境
の
あ
り
方
は

町
広
報
裏
面
の
「
人
の
動
き
」
に
移
住
者
の
掲
載
を

町
広
報
裏
面
の
「
人
の
動
き
」
に
移
住
者
の
掲
載
を

児童数の推移

三 木　 卓三 木　 卓　　議員議員

柴田　初子柴田　初子　　議員議員
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�　
質
問　
耕
作
放
棄
地
が
増

え
る
な
か
、中
山
地
区
で

は
棚
田
協
議
会
を
は
じ
め

関
係
者
が
棚
田
の
維
持
・

保
全
に
今
も
苦
労
さ
れ
て

い
る
。

　

町
で
は
こ
の
解
決
に
向

け
て
令
和
３
年
度
か
ら

　
「
中
山
棚
田
活
性
化
推
進

員
」
と
し
て
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
を
活
用
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、狭
小
の
棚

田
で
の
水
稲
栽
培
に
は
多

く
の
知
見
と
技
術
が
必
要

と
な
る
。

�　
質
問　
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

っ
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
べ
き
だ
。

�　
答
弁　
国
は
今
年
９
月
の

デ
ジ
タ
ル
庁
発
足
に
向

け
、
国
、
地
方
公
共
団
体

の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
見
直

し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
進
め
る
動
き
が
始
ま

っ
て
い
る
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
で
デ
ジ

タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
を
活

用
す
る
こ
と
は
、
住
民
の

利
便
性
向
上
を
図
る
だ
け

で
は
な
く
、
業
務
の
効
率

化
や
人
的
資
源
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
効
果
が

期
待
で
き
る
。

　

教
育
現
場
で
は
、
児
童
・

生
徒
に
１
人
１
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
導
入
し
、
情
報

活
用
能
力
を
育
成
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
村
の

ワ
イ
ン
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
た

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
整

　

ど
の
よ
う
な
能
力
や
ス

キ
ル
を
求
め
る
の
か
。ま

た
、期
待
す
る
成
果
は
。

�　
答
弁　
棚
田
は
国
土
の
保

全
、
水
源
の
涵か

ん

養よ
う

、
美
し

い
景
観
の
形
成
な
ど
、
国

民
共
有
の
財
産
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
生

産
効
率
の
悪
さ
か
ら
全
国

的
に
荒
廃
の
危
機
に
あ
る
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
や

想
像
力
に
期
待
し
た
い
。

　

現
状
や
課
題
把
握
の
た

め
実
際
に
棚
田
耕
作
や
保

全
活
動
に
従
事
し
て
い
た

だ
く
。

　

ま
た
、
地
域
の
伝
統
行

事
に
積
極
的
に
参
加
す
る

な
ど
し
て
、
美
し
い
棚
田

や
伝
統
文
化
の
優
れ
た
魅

力
を
発
信
し
関
係
人
口
の

備
、
企
業
誘
致
や
移
住
促

進
を
図
る
た
め
の
空
き
家

改
修
に
併
せ
て
Ｗ
ｉ
―
Ｆ

ｉ
環
境
整
備
と
い
っ
た
通

信
設
備
を
整
備
す
る
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化

に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康

保
険
事
業
に
お
け
る
事
務

処
理
標
準
シ
ス
テ
ム
お
よ

び
住
基
、
税
、
福
祉
を
中

心
と
し
た
基
幹
系
シ
ス
テ

ム
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

�　
質
問　
島
の
観
光
団
体
の

一
本
化
し
た
抜
本
的
な
改

革
を
す
る
べ
き
だ
。

�　
答
弁　
小
豆
島
ブ
ラ
ン
ド

へ
の
取
組
は
、
島
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
事
業

と
な
っ
て
い
る
。

　

島
の
経
済
を
支
え
る
商

品
産
業
と
、
島
の
イ
メ
ー

ジ
を
育
て
る
観
光
産
業
の

連
携
を
強
化
し
、
関
係
機

を
令
和
３
年
11
月
に
予
定

し
て
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る

た
め
に
は
住
民
の
皆
様
が

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
前
提
と
な
る
。

　

令
和
７
年
度
の
国
の
標

準
化
に
向
け
て
同
一
歩
調

で
行
け
る
計
画
で
進
め
て

い
る
。

関
と
連
携
し
な
が
ら
事
業

を
実
行
し
て
い
く
。

　

小
豆
島
の
観
光
に
つ
い

て
は
、
情
報
を
一
元
化
し

て
発
信
す
べ
き
で
あ
る
が
、

現
時
点
に
お
い
て
観
光
団

体
の
一
本
化
は
難
し
い
。

　

小
豆
島
ブ
ラ
ン
ド
推
進

事
業
で
、
観
光
団
体
の
一

本
化
へ
の
機
運
が
高
ま
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

増
加
を
目
指
し
て
も
ら
い

た
い
。

�　
再
質
問　
棚
田
の
活
性
化

事
業
は
ま
さ
に
地
域
に
根

付
い
た
事
業
で
あ
る
。
棚

田
活
性
化
推
進
員
の
住
む

と
こ
ろ
は
中
山
地
区
に
求

め
る
こ
と
で
交
流
と
事
業

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
と

思
う
が
。
�　

答
弁　
ま
さ
に
こ
の
事
業

は
地
域
に
根
付
い
た
活
動

で
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
推
進
員
と
な
る
方
も

中
山
で
の
居
住
を
希
望
さ

れ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
地
域
の
方

と
良
好
な
関
係
が
築
け
る

よ
う
配
慮
し
つ
つ
棚
田
の

活
性
化
に
努
め
た
い
。

町
「
棚
田
や
伝
統
文
化
の魅力

発
信
を
」

町
「
国
の
標
準
化
に
向
け
て
同
一
歩
調
で

行
け
る
計
画
で
進
め
て
い
る
」

町
「
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

事
業
を
実
行
し
て
い
く
」

中
山
棚
田
活
性
化
推
進
員
の

中
山
棚
田
活
性
化
推
進
員
の

担
う
役
割
は

担
う
役
割
は

我
が
町
の
デ
ジ
タ
ル
化
戦
略
を
ど
う
考
え
る

我
が
町
の
デ
ジ
タ
ル
化
戦
略
を
ど
う
考
え
る

小
豆
島
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
行
政
の
覚
悟
は

小
豆
島
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
行
政
の
覚
悟
は

他
の
質
問
事
項

「
成
人
式
は
中
止
し
た
の
に
…
」

「
成
人
式
は
中
止
し
た
の
に
…
」

安井　信之安井　信之　　議員議員

大 下　 淳大 下　 淳　　議員議員棚田と虫おくり棚田と虫おくり
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一
般
質
問

�　
質
問　
１
月
末
に
行
わ
れ

た
小
学
生
議
会
で
交
通
安

全
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

町
は
「
自
動
車
や
歩
行
者

が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ

う
に
議
員
や
自
治
会
長
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
工
事

を
進
め
て
い
る
」
と
答
弁

さ
れ
た
。
香
川
県
は
10
万

人
当
た
り
の
交
通
死
亡
事

�　
質
問　
今
年
の
２
月
、
市

議
会
議
長
会
が
瀬
戸
内
海

再
生
の
水
質
改
善
な
ど
を

県
に
要
望
し
た
よ
う
だ
。

以
前
同
趣
旨
の
質
問
に
町

は
「
瀬
戸
内
海
は
小
豆
島

町
だ
け
で
き
れ
い
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
の

答
弁
で
あ
っ
た
。

　

今
回
は
水
質
改
善
の
チ

ャ
ン
ス
だ
と
思
う
が
。

��　
答
弁　
瀬
戸
内
海
は
豊
富

な
水
質
資
源
に
恵
ま
れ
て

い
た
が
、
工
場
排
水
、
生

活
排
水
が
大
量
に
流
入
し
、

赤
潮
や
漁
業
被
害
が
頻
発

し
た
。
現
在
、
国
が
水
質

規
制
か
ら
管
理
に
転
じ
て

い
る
。
短
期
間
で
成
果
は

現
れ
な
い
の
で
関
係
機
関

と
連
携
し
て
実
施
す
べ
き

こ
と
を
講
じ
て
い
く
。

�　
質
問　
単
に
不
便
に
な
る

だ
け
で
な
く
町
の
将
来
性

が
問
わ
れ
る
大
問
題
で
企

業
も
本
当
に
心
配
し
て
い

る
。
両
備
グ
ル
ー
プ
の
代

表
は
「
公
共
交
通
が
な
く

な
れ
ば
そ
の
地
域
は
寂
れ

る
」
と
捉
え
て
い
る
。
航

路
も
公
共
交
通
で
あ
り
そ

の
通
り
だ
と
思
う
。

　

昨
年
12
月
に
成
立
し
た

法
律
改
正
の
判
断
を
再
度

示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
今
回
、
航
路
存
続

の
署
名
は
３
２
４
７
人
分

集
ま
っ
た
。
１
月
の
決
起

集
会
に
は
、
寒
い
中
６
０

０
人
以
上
が
参
加
し
た
。

こ
の
航
路
は
国
が
指
定
し

知
事
が
承
認
し
た
「
指
定

航
路
」
で
あ
る
。
以
前
、

細
田
衆
議
院
議
員
が
国
会

で
「
航
路
も
道
路
で
し
ょ

う
」
と
発
言
さ
れ
た
。
観

光
の
た
め
に
も
航
路
は
大

切
だ
と
思
う
が
。

��　
答
弁　
昨
年
の
12
月
に
成

立
し
た
「
交
通
政
策
基
本

法
」
の
中
で
も
特
に
16
条

で
は
、
通
勤
・
通
学
・
通

院
そ
の
他
の
人
ま
た
は
物

の
移
動
が
円
滑
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
離
島

に
関
わ
る
交
通
事
情
に
配

慮
し
つ
つ
、
交
通
手
段
の

故
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン

で
あ
る
。
小
豆
警
察
署
の

資
料
で
は
、
草
壁
～
池
田

間
・
10
年
間
の
事
故
が

１
４
６
件
あ
り
驚
い
た
。

ま
た
、
小
豆
島
ヴ
ィ
ラ
の

町
道
も
危
険
な
所
も
あ
り

改
善
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

���　
答
弁　
道
路
、
橋
梁
な
ど

社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
生

活
の
重
要
な
施
策
と
位
置

づ
け
整
備
、
管
理
な
ど
交

通
安
全
対
策
を
行
っ
て
い

る
。
事
故
は
道
路
施
策
に

起
因
し
て
は
い
な
い
と
聞

い
て
い
る
が
、
県
も
国
道

の
改
善
を
順
次
行
っ
て
い

る
。
町
道
な
ど
は
町
単
独

費
の
増
額
を
考
え
て
い
る
。

確
保
そ
の
他
必
要
な
施
策

を
講
ず
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
法
改
正

の
理
念
と
実
現
の
た
め
の

事
項
に
つ
い
て
歓
迎
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
の
今

後
の
具
体
的
な
施
策
を
十

分
に
調
査
研
究
し
て
い
く
。

�　
質
問　
強
風
に
よ
り
、
古

い
家
の
瓦
等
が
飛
び
通
行

人
に
当
た
る
心
配
が
あ

る
。
老
朽
危
険
空
き
家
除

却
支
援
事
業
で
は
「
風
呂

や
ト
イ
レ
が
無
け
れ
ば
対

象
外
」
と
の
こ
と
だ
が
改

善
は
で
き
な
い
の
か
。

��　
答
弁　
県
の
補
助
制
度
に

の
っ
と
っ
た
事
業
で
あ

り
、町
単
独
で
は
難
し
い
。

今
後
、
小
豆
島
町
空
き
家

等
対
策
協
議
会
で
検
討
す

る
。

町
「
今
後
、
対
策
協
議
会
で
検
討
す
る
」

危
険
空
家
の
対
策
に
つ
い
て

危
険
空
家
の
対
策
に
つ
い
て

草壁港～高松港航路草壁港～高松港航路
必要の強い要望について必要の強い要望について

町「国の具体的な施策を
調査研究していく」

森　　崇森　　崇　　議員議員

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

町
「
イ
ン
フ
ラ
整
備
・
管
理
な
ど　

安
全
対
策
を
行
っ
て
い
る
」

町
「
関
係
機
関
と
連
携
し
て

実
施
す
べ
き
こ
と
を
講
じ
て
い
く
」

瀬
戸
内
海
の
水
質
改
善
に
つ
い
て

瀬
戸
内
海
の
水
質
改
善
に
つ
い
て

ありがとう！ブルーライン！　再会を願いテープで見送りありがとう！ブルーライン！　再会を願いテープで見送り
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�　
質
問　
昨
年
11
月
文
科
省

発
表
で
公
立
学
校
で
の
給

食
費
を
自
治
体
の
会
計
に

組
み
入
れ
る
「
公
会
計
化
」

を
実
施
し
て
い
る
の
は
、

全
国
で
26
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
と
あ
っ
た
。

　

県
内
で
は
実
施
３
、
検

�　
質
問　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

町
内
飲
食
店
へ
持
続
化
給

付
金
等
の
支
援
策
は
行
っ

て
来
た
が
、
飲
食
店
取
引

先
支
援
は
不
十
分
で
は
な

い
の
か
。

　

国
は
１
月
に
緊
急
事
態

宣
言
に
伴
う
時
短
要
請
に

応
じ
た
取
引
先
に
支
援
、

ま
た
県
は
２
月
議
会
に
独

自
の
給
付
金
制
度
を
補
正

予
算
追
加
上
程
さ
れ
る
。

　

本
町
と
し
て
１
月
に
国

が
発
表
し
た
時
点
で
他
の

自
治
体
よ
り
先
駆
け
て
支

援
策
を
打
ち
出
せ
た
の
で

は
な
い
か
。

�　
答
弁　
今
な
お
収
束
の
見

通
し
が
立
た
な
い
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
、
観
光
消
費
へ

の
依
存
度
が
高
い
業
種
は
、

深
刻
な
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
。

　

町
で
は
事
業
者
の
事
業

継
続
や
雇
用
の
維
持
に
向

け
、
飲
食
店
取
引
先
も
含

め
て
町
独
自
の
持
続
化
給

付
金
や
観
光
関
連
者
応
援

給
付
金
な
ど
支
援
を
行
っ

て
き
た
が
、
今
後
の
国
、

県
の
動
向
を
見
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

討
・
準
備
中
10
、
予
定
な

し
６
団
体
だ
。

　
「
公
会
計
化
」
で
徴
収
業

務
や
滞
納
者
へ
の
督
促
が

自
治
体
の
役
割
と
な
り
、

教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ

な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
。

　

支
障
要
因
と
し
て
は
シ

ス
テ
ム
導
入
、
改
修
の
経

費
、
人
員
確
保
、
個
々
の

徴
収
金
額
相
違
、
管
理
業

務
の
複
雑
化
等
が
あ
る
。

　

町
内
何
校
か
へ
の
聞
き

取
り
で
は
、
現
在
徴
収
は

金
融
機
関
で
の
口
座
振
替

方
式
で
は
あ
る
が
、
管
理

は
あ
く
ま
で
も
学
校
の
対

応
と
の
状
況
で
あ
る
。

　

本
町
の
現
状
と
今
後
の

考
え
は
。

�　
答
弁　
令
和
元
年
７
月
に

文
科
省
か
ら
給
食
費
の
徴

収
に
関
し
て
「
公
会
計
化
」

の
推
進
が
発
出
さ
れ
、
自

�　
質
問　
令
和
３
年
度
、
新

た
に
５
人
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
を
採
用
す
る
と

の
こ
と
で
、
あ
く
ま
で
も

対
象
は
都
市
地
域
か
ら
の

移
住
者
で
あ
る
。

　

町
独
自
で
の
地
元
出
身

の
若
者
を
受
け
入
れ
て
地

域
を
盛
り
上
げ
る
「
故
郷

も
り
あ
げ
隊
」
を
Ｕ
タ
ー

ン
希
望
者
を
対
象
に
創
設

し
て
は
。

　

ま
た
、
集
落
支
援
員
制

度
も
国
が
奨
励
し
て
お
り
、

Ｕ
タ
ー
ン
者
の
受
け
入
れ

も
検
討
し
て
は
。

�　
答
弁　
本
町
の
最
大
の
問

題
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ

る
人
口
減
少
で
あ
り
、
さ

ら
な
る
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者

の
増
加
が
必
要
だ
。

　

特
に
、
町
出
身
者
の
若

者
の
活
躍
は
「
人
が
集
い
、

元
気
な
町
」
の
実
現
に
向

け
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

町
の
課
題
解
決
と
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
、「
故
郷
も
り
あ
げ
隊
」

の
提
案
は
地
元
出
身
の
若

者
の
発
想
や
行
動
を
生
か

す
有
効
な
施
策
と
考
え
ら

れ
る
。
Ｕ
タ
ー
ン
者
を
対

象
と
し
た
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
募
集
に
つ
い
て
前

向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

併
せ
て
集
落
支
援
員
に
つ

い
て
も
今
後
研
究
す
る
。

治
体
自
ら
の
業
務
と
し
て

行
い
、
教
員
の
業
務
負
担

を
軽
減
す
る
よ
う
通
知
が

あ
っ
た
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
町

が
徴
収
・
管
理
業
務
を
行

っ
て
い
な
い
。
業
務
に
関

し
て
は
学
校
事
務
員
が
行

っ
て
い
る
が
、未
納
が
あ
っ

た
場
合
は
督
促
等
、
担
任

の
負
担
に
な
っ
て
い
た
。

　

先
行
す
る
他
市
町
の
状

況
も
参
考
に
し
、
令
和
４

年
度
か
ら
町
に
よ
る
徴
収
・

管
理
業
務
が
実
施
で
き
る

よ
う
取
り
組
む
。

町
「
令
和
４
年
度
か
ら
町
に
よ
る
徴
収
・

管
理
業
務
の
実
現
に
取
り
組
む
」

町
「
国
、
県
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
」

町「
有
効
な
施
策
と
考
え
検
討
す
る
」

給
食
費「
公
会
計
化
」へ
の
考
え
は

給
食
費「
公
会
計
化
」へ
の
考
え
は

飲
食
店
取
引
先
支
援
を

飲
食
店
取
引
先
支
援
を

「
故
郷
も
り
あ
げ
隊
」
創
設
を

「
故
郷
も
り
あ
げ
隊
」
創
設
を

大川　新也大川　新也　　議員議員
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一
般
質
問

�　
質
問　
２
便
増
便
申
請
を

阻
止
す
れ
ば
航
路
存
続
が

可
能
に
な
る
と
本
気
で
考

え
た
の
か
。
経
緯
と
活
動

の
根
拠
は
。可
能
性
と
は
。

赤
字
補
填
の
策
は
。

�　
答
弁　
２
便
増
便
申
請
が

認
可
さ
れ
た
場
合
、
同
じ

く
法
の
指
定
区
間
で
あ
る

草
壁
・
高
松
航
路
の
継
続

が
難
し
く
な
り
、
地
域
住

民
が
日
常
生
活
等
を
営
む

た
め
に
必
要
と
な
る
船
舶

に
よ
る
輸
送
が
適
切
に
確

保
さ
れ
な
く
な
る
と
考
え

ら
れ
た
。
法
の
趣
旨
に
鑑

み
、
四
国
運
輸
局
長
に
慎

重
な
対
応
を
お
願
い
し
、

存
続
に
向
け
た
支
援
と
配

慮
を
お
願
い
し
た
。

　

運
航
ダ
イ
ヤ
が
確
保
さ

れ
る
こ
と
を
条
件
に
、
他

の
航
路
事
業
者
の
話
が
あ

り
、
存
続
で
き
る
可
能
性

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
要

望
を
し
て
き
た
。
赤
字
補

填
は
一
切
必
要
な
く
、
会

�　
質
問　
講
習
会
等
を
開
催

し
て
い
る
の
か
。
自
治
会

の
避
難
訓
練
の
時
に
活
用

し
て
い
る
の
か
。
大
勢
の

人
が
使
用
で
き
る
体
制
に

す
べ
き
で
は
。

�　
質
問　
地
方
移
住
や
関
係

人
口
増
を
促
す
た
め
、
本

町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な

対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

�　
答
弁　
小
豆
島
ふ
る
さ
と

村
ワ
イ
ン
ハ
ウ
ス
に
移
住

や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促

進
す
る
た
め
の
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
サ
テ
ラ

社
全
体
の
経
営
の
中
で
対

応
で
き
る
旨
を
聞
い
て
い

る
。

　

港
と
し
て
の
機
能
が
確

保
さ
れ
て
い
る
間
は
、
僅

か
で
も
可
能
性
が
残
さ
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

�　
再
質
問　
草
壁
航
路
の
存

続
が
難
し
く
な
る
本
当
の

理
由
は
、
高
松
港
の
発
着

に
関
す
る
事
業
者
間
の
申

し
合
わ
せ
が
あ
り
、
今
以

上
に
ダ
イ
ヤ
が
増
や
せ
な

い
の
で
は
。
航
路
事
業
者

に
申
し
合
わ
せ
を
変
え
て

頂
く
よ
う
働
き
か
け
た
か
。

�　
答
弁　
両
備
、
四
国
フ
ェ

リ
ー
に
は
話
を
し
て
い
る
。

離
島
航
路
協
議
会
の
中
で

は
、
鉄
の
お
き
て
と
し
て

譲
れ
る
こ
と
は
な
い
と
聞

い
て
い
る
。

�　
答
弁　
大
勢
の
人
が
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
使
用
で
き
る
よ
う
、

ソ
フ
ト
面
で
の
充
実
を
図

る
べ
く
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
消
防
本
部
と
連
携
協
力

し
、
多
く
の
方
が
救
命
救

急
講
習
を
受
講
で
き
る
よ

う
普
及
啓
発
に
努
め
て
い

き
た
い
。

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
整
備
す

る
。

　

全
国
二
地
域
居
住
等
促

進
協
議
会
が
３
月
９
日
に

設
立
し
た
。
全
国
各
地
の

多
種
多
様
な
情
報
が
収
集

で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
町

も
会
員
に
な
る
こ
と
と

し
、
設
立
総
会
に
ウ
ェ
ブ

上
で
参
加
し
た
。

�　
再
質
問　
住
民
会
議
や
特

別
顧
問
を
務
め
る
推
進
会

が
町
民
の
総
意
と
言
っ
て

い
る
。
町
長
は
な
ぜ
町
民

の
総
意
と
言
わ
な
い
の
か
。

�　
答
弁　
多
く
の
住
民
の
声

が
草
壁
航
路
の
存
続
で

あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

�　
再
質
問　
両
備
グ
ル
ー
プ

と
の
話
し
合
い
で
住
民
会

議
の
代
表
者
の
複
数
か
ら

池
田
航
路
を
止
め
て
草
壁

に
集
約
し
ろ
と
い
っ
た
内

容
の
発
言
が
あ
っ
た
の
か
。

�　
答
弁　
池
田
へ
集
約
の
話

の
中
で
草
壁
・
高
松
航
路

を
残
し
た
い
の
で
、
発
言

は
あ
っ
た
。

町
「
四
国
運
輸
局
長
に
慎
重
な
対
応
を
お
願
い
し
た
」

国
際
両
備
フ
ェ
リ
ー（
株
）

国
際
両
備
フ
ェ
リ
ー（
株
）

池
田
・
高
松
航
路
２
便
増
便
に
関
し
て

池
田
・
高
松
航
路
２
便
増
便
に
関
し
て

増便された池田・高松間航路増便された池田・高松間航路

町
「
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
整
備
」

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
関
し
て

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
関
し
て

「
二
地
域
居
住
」の
推
進
に
関
し
て

「
二
地
域
居
住
」の
推
進
に
関
し
て

町
「
多
く
の
方
が
救
急
講
習
を

受
講
で
き
る
よ
う
普
及
啓
発
に

努
め
て
い
き
た
い
」

森口　久士森口　久士　　議員議員
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�　
質
問　
旧
池
田
町
が
建
設

し
、
運
営
を
八
木
氏
に
依

頼
し
た
診
療
所
で
あ
る
。

町
が
合
併
し
、
小
豆
島
中

央
病
院
が
開
院
し
た
が
医

師
が
不
足
し
て
い
る
現
在
、

池
田
地
区
の
住

民
に
と
っ
て
か

か
り
つ
け
医
と

し
て
大
切
な
存

在
で
あ
る
池
田

内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
ど
う
す
る

意
向
か
。

�　
答
弁　
小
豆
島

は
全
国
的
に
も

医
師
が
少
な
い

地
域
で
あ
る
。

�　
質
問　
４
月
か
ら
国
際
両

備
フ
ェ
リ
ー
㈱
の
最
終
便

と
小
豆
島
フ
ェ
リ
ー
㈱
の

最
終
便
に
対
応
す
る
オ
リ

ー
ブ
バ
ス
の
運
行
を
土
庄

町
・
オ
リ
ー
ブ
バ
ス
と
協

議
し
実
現
を
。

�　
答
弁　
現
在
、
地
域
住
民

や
小
豆
島
町
、
土
庄
町
各

分
野
の
方
々
で
組
織
す
る

小
豆
島
地
域
公
共
交
通
協

議
会
で
、
小
豆
島
地
域
公

共
交
通
計
画
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
フ
ェ
リ

ー
最
終
便
に
接
続
し
た
バ

ス
の
運
行
は
、
計
画
策
定

の
中
で
十
分
に
協
議
、
調

査
研
究
し
て
い
く
。

�　
質
問　
オ
リ
ー
ブ
公
園
や

ふ
る
さ
と
村
の
い
ろ
い
ろ

な
部
門
が
あ
る
中
で
、
赤

字
部
門
も
多
い
と
聞
い
て

い
る
。
す
べ
て
の
事
業
を

か
か
り
つ
け
医
の
果
た
す

役
割
は
非
常
に
大
き
な
も

の
が
あ
る
。
八
木
氏
は
池

田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
院

以
来
35
年
に
わ
た
り
、
地

域
医
療
に
尽
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

　

八
木
氏
か
ら
は
元
気
な

う
ち
は
、
診
療
を
続
け
る

意
向
だ
と
聞
い
て
い
る
の

で
、
引
き
続
き
運
営
を
お

願
い
し
た
い
。

自
ら
経
営
し
、
総
合
的
な

効
果
を
発
揮
す
る
の
も
よ

い
が
、
赤
字
部
門
は
民
間

委
託
も
考
え
て
は
。

�　
答
弁　
両
施
設
の
管
理
は

令
和
３
年
度
か
ら
の
５
年

間
を
指
定
管
理
期
間
と
し
、

町
出
資
法
人
を
指
定
管
理

者
と
し
て
い
る
。
両
財
団

は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
を
一

体
的
に
管
理
す
る
こ
と
で
、

効
率
的
、
効
果
的
な
運
営

が
可
能
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。
町
の
施
策
と
の
整

合
性
も
勘
案
し
な
が
ら
、

利
用
促
進
や
情
報
発
信
、

経
費
節
減
な
ど
の
努
力
を

重
ね
、
地
域
活
性
化
に
資

す
る
施
設
と
な
る
よ
う
検

討
を
進
め
る
。

町
「
引
き
続
き
運
営
をお願

い
し
た
い
」

池
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
の
対
応
は

池
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
の
対
応
は池田内科クリニック池田内科クリニック

町
「
施
設
を
一
体
的
に
管
理
す
る
こ
と
で
、

効
率
的
、
効
果
的
な
運
営
が

可
能
と
考
え
て
い
る
」

フ
ェ
リ
ー
最
終
便
に
対
応
す
る

フ
ェ
リ
ー
最
終
便
に
対
応
す
る

オ
リ
ー
ブ
バ
ス
を

オ
リ
ー
ブ
バ
ス
を

町
出
資
一
般
財
団
法
人
の

町
出
資
一
般
財
団
法
人
の

赤
字
部
門
の
考
え
は

赤
字
部
門
の
考
え
は

町
「
計
画
策
定
の
中
で
十
分
に
協
議
、

調
査
研
究
し
て
い
く
」

サン・オリーブサン・オリーブ

藤本　傳夫藤本　傳夫　　議員議員
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一
般
質
問

�　
質
問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
を
阻
止
す

る
に
は
無
症
状
感
染
者
を

把
握
す
る
検
査
、
特
に
医

療
機
関
、
介
護
・
福
祉
施

設
、
高
齢
者
な
ど
へ
の
社

会
的
検
査
、
ま
た
、
事
業

者
や
困
窮
し
て
い
る
子
育

て
世
帯
、
若
者
な
ど
へ
の

支
援
が
必
要
。

　

応
援
給
付
金
に
、
税
の

完
納
要
件
が
あ
る
の
は
問

題
で
あ
り
外
す
べ
き
だ
。

少
な
く
と
も
、
分
納
を
し

て
い
る
人
は
、
給
付
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

�　
質
問　
な
ぜ
、
今
、
自
衛

隊
で
の
研
修
な
の
か
。

　

職
員
と
自
衛
隊
員
で
は

求
め
ら
れ
る
資
質
は
正
反

対
で
あ
り
、
職
員
の
能
力

向
上
に
は
つ
な
が
ら
な
い

と
考
え
る
。
自
衛
隊
で
の

研
修
は
や
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

�　
答
弁　
県
の
介
護
施
設
等

の
従
事
者
対
象
一
斉
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
が
２
月
に
行
わ
れ
、

近
々
２
回
目
の
検
査
が
実

施
さ
れ
る
が
、
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
定
期
的
な
検

査
の
実
施
は
難
し
い
。
限

ら
れ
た
医
療
提
供
体
制
で

ま
ず
は
よ
り
多
く
の
方
が

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
進
め
た
い
。

　

本
町
の
支
援
策
は
、
金

額
面
で
も
、
き
め
細
か
さ

で
も
、
他
自
治
体
に
勝
る

と
も
劣
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

税
の
公
平
性
を
担
保
す

る
た
め
に
も
完
納
を
要
件

と
し
て
い
る
。
分
納
の
方

の
申
請
は
新
た
な
給
付
金

制
度
を
創
設
す
る
際
に
は

十
分
検
討
し
た
い
。

�　
答
弁　
過
去
に
も
実
績
が

あ
り
、
災
害
な
ど
に
お
け

る
危
機
管
理
能
力
を
養
う

上
で
は
意
義
あ
る
研
修
で

あ
り
、
能
力
向
上
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
る
。

�　
質
問　
奨
学
金
は
、
学
生

が
自
立
し
て
学
ぶ
こ
と
を

支
援
す
る
た
め
に
学
生
本

人
に
貸
与
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
親
権
者
に
町
税
等

の
滞
納
が
あ
る
こ
と
で
貸

与
し
な
い
の
は
人
権
無
視

と
も
い
え
る
。
制
度
の
改

善
を
も
と
め
る
。

�　
質
問　
内
海
フ
ェ
リ
ー
の

休
止
を
受
け
て
、
町
民
は

新
規
航
路
を
求
め
て
運
動

し
て
い
る
が
町
と
し
て
で

き
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

　

池
田
港
で
の
駐
車
場
の

整
備
、
オ
リ
ー
ブ
バ
ス
利

用
で
負
担
増
と
な
る
町
民

へ
の
支
援
、
す
べ
て
の
バ

ス
を
タ
ー
ミ
ナ
ル
前
停
留

所
に
停
車
さ
せ
る
な
ど
で

き
な
い
の
か
。

�　
答
弁　
交
流
人
口
の
拡
大

や
産
業
の
活
性
化
、
文
化

活
動
の
推
進
を
図
り
、
町

と
島
の
魅
力
を
高
め
、
海

の
復
権
を
目
指
す
こ
と
で

そ
の
可
能
性
を
高
め
、
草

壁
港
と
い
う
社
会
イ
ン
フ

ラ
を
守
る
こ
と
で
、
再
開

の
可
能
性
は
残
さ
れ
る
。

　

町
有
の
埋
立
地
の
臨
時

�　
答
弁　
奨
学
金
は
、
高
額

な
貸
し
付
け
で
、
連
帯
保

証
人
と
な
る
親
権
者
に
滞

納
が
あ
る
方
に
貸
し
付
け

る
こ
と
は
、
町
民
の
理
解

を
得
に
く
く
公
平
性
の
観

点
か
ら
も
必
要
で
あ
る
。

駐
車
場
の
活
用
で
対
応
、

４
月
以
降
の
利
用
状
況
を

調
査
研
究
し
、
必
要
と
な

る
整
備
を
検
討
し
た
い
。

　

オ
リ
ー
ブ
バ
ス
の
運
賃

の
新
た
な
支
援
策
は
考
え

て
い
な
い
。
池
田
港
タ
ー

ミ
ナ
ル
へ
の
集
約
は
、
オ

リ
ー
ブ
バ
ス
関
係
者
等
と

協
議
、
検
討
し
た
い
。

町
「
能
力
向
上
に
つ
な
が
る
」

職
員
の
自
衛
隊
で
の
研
修
は

職
員
の
自
衛
隊
で
の
研
修
は

や
め
よ

や
め
よ

鍋谷 真由美鍋谷 真由美　　議員議員

池田港の駐車場整備を池田港の駐車場整備を

町
「
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
必
要
」

町
「
税
の
公
平
性
か
ら
要
件
と
し
て
い
る
」

町
「
草
壁
港
を
守
る
こ
と
で

再
開
の
可
能
性
は
残
さ
れ
る
」

内
海
フ
ェ
リ
ー
休
止
後
の

内
海
フ
ェ
リ
ー
休
止
後
の対

応
は

対
応
は

奨
学
金
制
度
の
親
権
者

奨
学
金
制
度
の
親
権
者

税
完
納
の
条
件
を
な
く
す
べ
き

税
完
納
の
条
件
を
な
く
す
べ
き

コ
ロ
ナ
対
策
応
援
給
付
金
の

コ
ロ
ナ
対
策
応
援
給
付
金
の

条
件
を
外
せ

条
件
を
外
せ
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　１月29日に４小学校の代表者12人が小学生議会
に参加しました。１回目は池田小学校、２回目は安
田小学校、３回目は苗羽・星城小学校の児童が小
学生議員となり、町に対して、子どもの視点からみた
町づくりに対する質問を行いました。

�　質問  きれいな歩道や路だ
と自然をより体感できると
思う。どのような基準や判
断で道路の改修を行ってい
るのか。

�　質問  草壁港着 19 時の便だ
と福田に帰る時に安田で１
時間以上待たなければなら
ない。バスの便の時間を変
更してはどうか。

伊
だ て

達清
き よ し ろ う

志郎 議員山
やまもと

本　藍
あ こ

子 議員
（池田）（安田）

�　答弁  安全に通行できる道を作ることが最も大切
にしている基準の１つである。予算に限りがある
ので、優先順位をつけて道路の改修の判断を行っ
ている。

�　答弁  バスは多くの人に利用してもらうことが大
切である。すべての船の便に対応するのは難しい
が、できることから改善していきたい。現在、新
しい計画づくりに取り組んでいる。

�　質問  世界中で新型コロナ
ウイルスが問題になってい
るが、小豆島町ではどのよ
うな対策をしているのか。

�　質問  プロジェクションマッ
ピングや年間を通した祭等、
滞在型の観光地を目指せば、
今以上に町が明るくなるの
ではないか。

山
やました

下　弓
ゆ あ

絢 議員北
きた

 野
の

 　薫
かおる

  議員
（池田）（安田）

�　答弁  玄関で検温し、体調が悪いときは休むよう
にしている。窓口に仕切り板を置いて、飛沫防止
対策を行っている。また、影響の大きい飲食店等
を応援する制度を設けている。

�　答弁  冬の観光客の落ち込みは長年の課題であ
り、島にしばらく滞在したくなる体験メニューが
大切だと考えている。今回の貴重な提案は参考に
させていただく。

�　質問  ネット依存症や少子
高齢化を防ぐとともに、ア
スリートの輩出や高齢者の
長寿のためにスポーツパー
クを建設してはどうか。

�　質問  空き家を利用した動
物カフェを作ってはどうか。
また、その際にジビエ料理
を提供すれば健康につなが
るのではないか。

安
やす

井
い

　太
た

一
いち

 議員岡
おかもと

本実
み な み

那美 議員
（池田）（安田）

�　答弁  町内にはたくさんの施設があり、大規模な
スポーツ施設を建設する予定はない。今ある施設
のグレードアップを含め、利用者の要望も聞きな
がら検討していく。

�　答弁  ジビエ料理は衛生管理が必要であり簡単な
問題でないが、町に賑わいを与え、笑顔あふれる
小豆島につながると思うので、貴重なご意見とし
て今後の取り組みの参考とさせていただく。

池田小学校の小学生議員池田小学校の小学生議員安田小学校の小学生議員安田小学校の小学生議員
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町内４小学校による

小学生議会
�　質問  小豆島の産業につい
て学ぶ専門学校をつくると、
島の産業に関わる人が増え、
発展にもつながると思うが
どうか。

�　質問  職場に障害に詳しい
人を配置し仕事を割り振り
する仕組みがあれば企業も
雇用しやすくなり、障害者
も安心して働けるのでは。

森
もりした

下　正
まさはる

陽 議員鎌
かま

田
だ

　優
ゆう

人
と

 議員
（苗羽）（星城）

�　答弁  学校をつくることはお金や学生の確保など
課題が多く難しい。将来、みんなが進学や就職で
島を離れた時に、小豆島のＰＲを行うことが島の
発展や活性化につながる。

�　答弁  障害者が働きやすい仕組みづくりを進める
ことは、大変いい意見である。就労支援の取り組
みを充実させ、安心して過ごせる町にしていきた
い。

�　質問  いろいろな世代の人
たちが楽しめる公園をつく
ると小豆島町が目指してい
る「人が集い、元気なまち」
になると思うが。

�　質問  LGBTの方が安心して
生活していくためには、正し
い知識を知ってもらうことが
大切である。町の広報誌で特
集を組んでみてはどうか。

辰
たつ

巳
み

　大
たい

雅
が

 議員小
こばやし

林　尚
ひさ

貴
き

 議員
（苗羽）（星城）

�　答弁  新たに公園をつくることは多大な費用がか
かるので簡単でない。今ある公園を最大限利用し
てもらいたい。施設に対する意見を参考に、より
利用しやすい施設づくりを心掛けていく。

�　答弁  ここ数年、LGBTに関する理解が大きく進
んできたが、はつらつと社会参加できる環境には
至っていない。ご提案のLGBTに関する特集につ
いて、早い時期に実現したい。

�　質問  街灯はどういう基準
で設置されているのか。ま
た、不足しているところに
は早急に設置してはどうか。

�　質問  ふるさと納税の寄付
金が、どのようなことに使
われているのか。学校教育
に活用することはできるの
か。

山
やまぐち

口　陽
ようへい

平 議員喜
き

國
くに

　健
たてふみ

史 議員
（苗羽）（星城）

�　答弁  街灯の設置や管理は、県や町、商工会また
自治会が行っている。また、各個人が街灯を設置
する場合は補助を行っている。不足している場所
は自治会へ相談してもらいたい。

�　答弁  寄付の使い道については、寄付者の意向に
応じて活用している。教育関係については、各幼
稚園・小学校・中学校のトイレの改修やエアコン
の整備に活用している。

苗羽・星城小学校の小学生議員苗羽・星城小学校の小学生議員
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教
育
民
生
常
任
委
員
会

全
員
協
議
会

　

２
月
16
日
、
教
育
民
生
常
任
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
教
育
委
員
会
よ
り
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協

働
活
動
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の

進
捗
状
況
、
望
ま
し
い
教
育
の
あ
り

方
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
健

康
づ
く
り
福
祉
課
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
向
け

た
準
備
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

苗
羽
小
学
校
の
児
童
数
が
大
幅
に

減
少
し
て
お
り
、
古
く
な
っ
た
内
海

地
区
の
小
学
校
問
題
も
合
わ
せ
て
検

討
す
る
べ
き
で
な
い
か
等
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
17
日
、
全
員
協
議
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

初
め
に
総
務
課
よ
り
公
職
選
挙
法

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
選
挙
活

動
の
変
更
点
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
、
香
川
県
広
域
水
道
企
業
団
小

豆
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
よ
り
令
和
元

年
度
事
業
の
報
告
を
受
け
、
令
和
３

年
度
に
行
わ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

水
道
工
事
と
し
て
、
引
き
続
き
草

壁
・
寒
霞
渓
線
の
水
道
管
修
繕
や
福

田
の
浄
水
場
整
備
等
が
予
定
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

議
会
日
誌

議
会
日
誌

１
月
～
３
月
ま
で
の
主
な

議
会
活
動
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

3　月 2　月 1　月

19
日　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

20
日　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

26
日　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

29
日　

小
学
生
議
会

15
日　

小
豆
郡
町
議
会
議
長
会

16
日　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

22
日　

港
湾
地
域
活
性
化
特
別
委
員
会

24
日　

香
川
県
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会

　
　
　

香
川
県
離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　

定
例
会

25
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

26
日　

小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
定
例
会

　　　　　　
　

総
務
建
設
常
任
委
員
会

３
日　

本
会
議
１
日
目

５
日　

総
務
建
設
・
教
育
民
生
連
合
審
査
会

８
日　

総
務
建
設
・
教
育
民
生
連
合
審
査
会

９
日　

総
務
建
設
・
教
育
民
生
連
合
審
査
会

10
日　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

16
日　

本
会
議
２
日
目

　
　
　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

17
日　

本
会
議
３
日
目

　
　
　

全
員
協
議
会

編
集
後
記

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
議

会
も
人
と
の
空
間
の
と

り
か
た
に
、
頭
を
悩
ま

し
て
い
ま
す
。
議
場
で

も
隣
の
席
と
の
間
に
透

明
の
仕
切
り
を
立
て
、

休
憩
時
に
は
窓
換
気
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
頃
か
ら
小
豆
島

町
内
で
も
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
で
き
そ
う
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
な
く
な
る

こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
コ
ロ
ナ
と
長
く
つ

き
あ
う
つ
も
り
で
、
普

段
の
生
活
に
気
を
つ
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

藤
本
傳
夫　
記
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